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TheHouseoftheSee/enGablesにお こナる
Hawthorneの 時 間
藤 江 啓 子
1844年7月27日,NathanielHawthorneは次 の よ う にAmeri'canNote-
∂oo然に 記 し て い る 。
 . . . I sat down to-day-July 27th, 1844, at about ten o'clock in the 
forenoon—in Sleepy Hollow, a shallow space scooped out among the 
woods, which surround it on all sides, it being pretty nearly circular, 
or oval, and two or three hundred yards—perhaps four or five  hun-
dred—in diameter. The present season, a thriving field of Indian corn, 
now in its most perfect growth, and tasselled out, occupies nearly 
half of the hollow; and it is like the lap of bounteous Nature, filled 
with bread stuff. . . 
Now we hear the striking of the village-clock, distant, but yet so near 
that each stroke is distinctly impressed upon the air. This is a sound 
that does not disturb the repose of the scene; it does not break our 
Sabbath; for like a Sabbath seems this place, and the more so on 
account of the sacredness of the Sabbath. Yet it is not so, for we 
hear at a distance, mowers whetting their scythes; but these sounds of 
labor, when at a proper remoteness, do but increase the quiet of one 
who lies at his ease, all in a mist of his own musings. There is the 
tinkling of a  cow-bell—a noise how peevishly dissonant, were it close 
at hand, but even musical now. But hark! There is the whistle of the 
 locomotive—the long shriek, harsh, above all other harshness, for the 
space of a mile cannot mollify it into harmony. It tells a story of busy 
men, citizens, from the hot street, who have come to spend a day in 
a country village; men of business; in short of all  unquietness; and
144
藤 江 啓 子 145
nowonderthatitgivessuchastartlingshriek,sinceitbringsthe
noisyworldintothemidstofourslumbrouspeace.(イタ リック筆者)
この一 ス ケ ッチ をLeoMarxがTheMachineintheGardenを書 くにあ
たってのパ ラダイム として大 きく取 りあげ てい るこ とは周知の事実 であ る。
SleepyHollowはWashingtonIrvingの傑 作"LegendofSleepyHollow"
の背景 とな って いる ところである0物 語は,小 学校教 師IchabodCrane
が一 人の愛 ら しい村 の娘HatrinaVanTasselをめ ぐって武骨者Brom
Bonesと渡 り合 い,つ いに首 な し騎 士な る伝 説上 のお化 け に化 けたBrom
Bonesにカ ボチ ャ を投 げつ け られて殺 され て しま うとい う何 とも悠長な話
であ り,SleepyHollowはハ ドソン川河 口の周 囲 を山に囲 まれた くぼ地 で,
文 明 も移 民 もそこ を避 け てい って しまう世 界 中で最 も静か な所 として描か
れて いる。 そ うしたSleepyHollowに劣 らぬ 静か での どかな くぼ地 に腰
を下 ろし,鳥 のさえず りを聞 き,あ た りの 自然 に とけ込むHawthomeで
あ ったが,そ の時,彼 は人工 の音 を聞 く。 すな わち,村 の時計 の音,草 刈
り人が大鎌 を と ぐ音,そ して牛につ けたベ ルの音 であ る6Hawthorneは
LeoMarxがい うよ うに"imageofnature"を"imageofmanandsocie-
ty"1)に移 したので ある。そ れらの音 は遠 くで聞 こえる限 り,平 安 を乱す
ものでは な く,音 楽 的で さえある と描か れて い る。 「しか し,聞 け!」 と
Hawthorneは続 け る。 こ ご にお いて,彼 の 田園的平安 は機 関車の音 に よ
って完全 に掻 き乱 された もの となる。機 関車 が19C初頭 に台頭 しつつ あ っ
た機 械文 明の象徴 であ るこ とは言 うまで もない。 また,こ の世 の煩 わ しさ
を逃れ,庭 に思想 を求 め よう とす るのは,VirgilrやTheocritusに始 ま り,
SpenserのShepheardes(alendarを通 る西 欧 の 牧 歌 の伝 統 を引 くもので
あ り,も はや産 業革 命の進行や宗教 的迫害 のため;自 国に庭園 を求 あ るこ
との出来 な くな った ヨー ロ ッパ人,と りわ け イギ リズ人が新天地ア メ リカ
に理想 的庭 園 を求め たの は もつともな こ と・であ る。H.N.SmithはVirgin
Landにお いて,理 想 的庭 園生活 を 「庭 園の神 話」 と呼 び,R.W.B.Lewis
は19Cのア メ リカ人 を 「アメ リカ的ア ダム 」 と呼 んだ。 そこには,当 然,
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エデ ンの園 を意 識 した庭 園 としての ア メ リカの姿 があ る。 その庭 が,厳 密
な意味 で開か れてお ろう と囲われてお ろ うと,そ れが 野放 図 な荒 野で ない
こ とは確か で あ り,都 市 と荒野 の中 間の場 所,LeoMarxの こ とばに よれ
ば"middleground"2>であ り"reconciliation"3)の場 であ るこ とは否定
で きまい。そ うした庭 園 としてのSleepyHollowとそ こに侵入す る機械
として の機 関車 を描 い たこのHawthorneの・4mericanNotebooksからの
一スケ ッチ をLeoMarxがTheMachineintheGardenのパ ラダイム と
して とりあげ たのは もっ ともな ことであ る。
さて,LeoMarx紹 介が長 くな って しまったが,そ れは,私 が この小論
にお いてTheHouseoftheSevenGablesを論 じる時,や は り,こ の
AmevicanNotebooksからの一 スケ ッチ を詳 細に検討す る必要が ある と思
うか らであ る。 とりわけLeoMarxが 軽 く遣 り過 ご した時計の音,大 鎌
そ して牛 のベ ル に注 目す る もの であ る。 時計 が代 表す る時間,大 鎌 を持つ
とい われる死,そ して畑 を耕や してい るのであ ろ うか,牛 のベ ルが代 表す
る労働,こ の三つ の抽 象概念 を我 々は読 み とるこ とが で きる。大鎌 は死 が
持 つ とも,ま た時 間が持 つ とも言われ るが,我 々が 肉体 の存在 である限 り,
チ クタ クと鳴 る時計 の時間の延長線 上に死 があ るこ とを思 えば,時 間 と死
は同質 の もの である。AmericanNotebooksでは,草 刈 り人が大鎌 を と ぐ
音 を労働 の音 としてい るが,こ こで牛のベ ル を代 表 させ るこ とにつ いては
差 し支 えあ るまい。 と りわけHawthorneの庭 園が,エ デンの園 を強 く意
識 した神話 的空 間であ るこ とを考 え合 わす 時,そ の庭 園に しのび よる時間,
死,そ して労働 は,も はや庭 園に住 め な くな った堕落 した人間が背負 わね
ばな らぬ宿命 な のであ る。 それ らを代 表す る者が遠 くで聞 こえて いる限 り
決 して平穏 を乱す ものでは ないが,あ ま りに も近 く切実 な もの となる時,
恐 しい宿命 とな って人間の前 に立 ちはだか る。 この真実 を作品に描 いたの
が,TheHouse(iftheSevenGablesなの であ る。
さて,牛 のベ ルは即座 に我々 に,Hepzibahが家 の一角 に開いた店のベ
ル を思 い出させ る。作 品7'heHouseoftheSevenGablesは,長い間 隠
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遁生 活 を して いた老貴婦 人Hepzibahが生 計 を立て るためにやむ を得ず店
を開 くと ころか ら始 ま るが,そ の店 のベ ル は,客 が 来 るたびに鳴 る仕組 み
に なって いて,働 くこ とを知 らなか ったHepzibahの神 経 をす り減 らす。
Hawthorneはこの ベ ルの 鳴 る様 を意 識的 に何度 も印象 的 に く り返 し描写
してお り,Hepzibahにとって苦 しい労 働9し る しであ る。
しか し,こ の作 品 を解 く中心 的手掛か りはその末端 に ある死 をも含 めて
の 時間の 問題 なの であ る。
TheHouseoftheSevenGablesは物 語の始 まる200年前 に,Pyncheon
大佐 が大工MatthewMauleの土 地 を不 当に も自分 の もの に し,そ こに家
を建 て,な おかつMatthewMauleを死 に追 いや った罪が,呪 い とな って
今 なおそ の家敷に まとわ りつ いてい る とい う状 況設定に なってい る。Pyn-
cheon大佐 の 肖像 画 は 彼 が 死 んだ 部屋 の 壁に 今 も掛 け られて お り,そ
れは"evilinfluence"4)の象徴 であ り,"EvilGeniusofhisfamily"(P.21)
であ ると述 べ られ てい る。先祖 の罪が後 の世代 に まで代 々伝 わ る とい う態
度 をHawthorneは一貫 して とってお り,現 在 のPyncheon判事 は,200
年 前のPyncheon大 佐に そっ く りである と述べ られて いる。 そ して その
ことは"theweaknessanddefects,thebadpassions,themeantenden-
ties,andthemoraldiseaseswhichleadtocrime,arehandeddownfrom
onegenerationtoanother"(p.119)を意味す る と記 され てい る。
このあ る意味 での歴史観 を,Hawthorneは,この作 品 に時 間 の概 念 を
導入す る ことによ って,過 去か ら現在,そ して未来へ と延 び るよ りは っき
りとした連 続線 の上 で捉 え ようとしている。そ の連続線 を描 く道具 は,正
面 の破 風に と りつ け られた 日時計 であ り,ま たPyncheon家敷 の庭 に湧 き
出るMauleの井 戸 である。
物語 が始 まる200年前,Pyncheon大佐 が 自宅でパー テ ィを開 くこ とに
なった朝,正 面 の破風 に 日時計が とりつ け られ た と述べ られ てい るが,そ
の 日時計が,三 代 後 のAlicePyncheonの時代 に も正確 な時 を打 ってい た
こ とが,MatthewMauleの孫 の こ とば を通 して明 らかに されてい る。
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"Three o'clock!" said he to himself. "My father told me, that dial 
was put up only an hour before the old Colonel's death. How truly 
it has kept  time, these seven-and-thirty years past! (p. 191)
この 日時計は,今 もなお,正 面の破風 にあ って正確 な時 を刻 んでい るはず
であ り,地 球 が 自転 し,ま た公転す る以上,必 ず正確 に移 りゆ く時 間であ
り,人間が 肉体 の存在 であ る以上,必 ず死 へ向か う時間で ある。Marvellの
"TohisCoyMistress"において"slow-chaptpower"(ゆっ くη と噛み砕
く顎 の力)と 表現 され てい る時間 であ り,ま たPoeの"PitandPendulum"
にお いて,先 に斧 のつ いた振 り子 が床 に縛 りつけ られた主人公 の上 に刻 々
と下 りて くる時 間で,あ る意 味で残酷非情 ともいえる時間で ある。 これ は,
まさ しくクロノス と呼ば れるべ き時間 であ ろうし,現 実 の'actualな時 間
なの であ る。 この時間は また,そ もそ も大工MatthewMauleがその水 の
快 さゆえにそば に小 屋 を建 て,今 もなお家敷 の庭に あ り絶 えず妖 しい まで
に水 を湧 き出 してい るモール の井 戸の時 間であ る。
The play and slight agitation of the water, in its upward gush, 
wrought magically with these variegated pebbles, and made a con-
tinually shifting apparition of quaint figures, vanishing too suddenly 
to be  definable. Thence, welling over the rim of moss-grown stones, 
the water stole away under the fence, through what we regret to call 
a gutter, rather than a channel. (p. 88)
過去 に犯 され た罪は,こ の よ うに作 品 にお いては っき りと提 示 され た クロ
ノスの時間に のって,物 語が展開 され る現 在 を通 り過 ぎよ うとす る。
ところで,こ の時間 としば しば対照 して用い られ るの は,ア イオー ン と
呼 ばれる時間 であ る。 それは移 りゆ く時の一瞬 「今」 を・捉 えよ うとす る時
間 であ り,精 神 的な,spiritualな時 間であ る。TheHouseoftheSeven
Gablesには,actualな時 間 が終 始 流 れて いる こ とは先 に述べ た通 りであ
るが,そ のactualな時 間がspiritualな時間 に よって止 まる場 面が,逆 に
言 えば,spiritualな時 間の介在 によって,actualな時間が よ り真 に迫 っ
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た もの とな る場面が,作 品 中三 ヶ所 に求め るこ とがで きる。一つは,
Pyncheon家敷 の庭 にお いてCliffordがPhoebeと楽 しいひ とときを過 ご
暢 面・今 一 つ は・や は りそ 唾1〒 おいてPh・eb・とH・1・・av・カ・恋 を語
る場面,.そして第三 にPyncheon判事 の死 の場 面 であ る。
まず,第 一 の場面 につ いて考察 してみ よう。無実 の罪 に陥 れ られ,長 い
牢 獄生活 を送 り,Pyncheon家敷 に帰 って きたCliffordであるが,彼 を待
ちか まえて いたのは,経 済的困窮,希 望 のない未来,そ して妹Hepzibah
の しかめ っ面 であ った 。彼 は唯二の楽 しみ を若 いPhoebeに見い出 し,二
人は幸せ は ひ とときをPyricheon家敷 の庭 で送 るのであ った。 その庭 は
"ltwastheEdenofathunder-smittenAdam,whohadfledforrefuge
thitheroutofthesamedrearyandperilouswilderness,intowhichthe
originalAdamwasexpelled."(p.150)と描写 され てい る如 く,エ デンの
園に見立 て られ てい る1そ の庭 において,過 去 に不 幸 を背負 い1希 望 のな
い未来 を前 に・Cliffordは過 ぎてゆ く今 を楽 し もうζす るのであ った。
With a mysterious and terrible Past, which had  annihilated  his memo-
ry, and a blank Future before him, he had only this visionary and 
impalpable Now, which, if you once look closely at it, is nothing. 
(p. 149)
過 ぎゆ く今 はimpalpableでvisionaryである と形容 され,そ う したむな
しい時 間を持 つCliffordは絶 えず移 り変 わるモールの井戸 の模 様 を見 るの
が好 きであった と述べ られ ている。 ・、
He had a singular propensity, for example, to hang over Maule's Well, 
and look at the constantly shifting phatasmagoria of figures, pro-
duced by the agitation of the water over the  mosaic-work of colored 
pebbles, at the bottom. (pp. 153-54)
今 はimpalpableでvisionaryであ り,constantlyshiftingphantasmagoria
offiguresであ る だ け に1一 層 そ の 一 瞬 の 幸 せ を 捉 え て 楽 し も う と す る の
で あ る 。 そ の 一 瞬 の 幸 せ は"airyhapPiness"と表 現 さ れ,Hawthome「 は,
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そ の 一 瞬 の 幸 せ を し っ か り と 捉 え て 享 受 せ よ と次 の よ っ に 言 っ 。
If not the thing itself, it [happiness] is marvellously like it, and the 
more so for that ethereal and intangible quality, which causes it all 
to vanish, at too close an introspection. Take it,  therefore,  while you 
may. Murmur not—question not—but make the most of it! (p. 158)
時は過 ぎゆ くもの であ るが ゆえに,そ れ だけ一層,幸 せ なこの一瞬 を捉 え
よとい うのは,ま さ し く西欧のcarpediemの 伝統 であ り,ま た,庭 で
"givemearose"(P.150)と叫ぶCliffordはまさし くcarperosamの具 現
であ る。
actualな時間がspiritualな時間に よって止 まる二 番 目の場面 は,や は
りPyncheon家の庭 にお いて,PhoebeとHolgraveの一 組の男女 が恋 を
語 り合 う場 面 である。一旦家 に帰 り再 びPyncheon家敷 を訪 れたPhoebe
であ ったが,彼 女 を待 って いた ものは,Pyncheon判事 の 死 で あ り,
HepzibahもCliffordも逃亡 してい ない。そ っと戸 を開けて迎 え入れて く
れ たの はHolgraveで あ り,彼 は事情 を説明 し,Phoebeを庭へ誘 う。
Pyncheon判事 の死 を前 に して,二 人は,と りわ けHolgraveは恐怖 を感
じる どこ ろか,Phoebeに再 会 で きた喜 び を強 く感 じ,彼 女 に愛 を告 白す
る。 そ して彼女 もその愛 に答え るの であ ったが,そ の時の様子が 次の よ う
に描か れて いる。
And it was in this hour, so full of doubt and awe, that the one mira-
cle was wrought, without which every human existence is a blank. 
The bliss, which makes all things true, beautiful, and holy, shone 
around this youth and maiden. They were conscious of nothing sad 
nor old. They transfigured the earth, and made it Eden again, and 
themselves the two first dwellers in it. The dead man, so close beside 
them, was forgotten. At such a crisis, there is no Death; for Immor-
tality is revealed anew, and embraces everything in its hallowed 
atmosphere. (p. 307)
、
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恋 をす る二 人の時間 は止 まったの であ る。死へ向か って移 りゆ く時間は止
ま り,そ こ に啓示 され るのはImmortalityであ る。神 の奇跡が な され,'そ
こは,も はや地上 で はな く,エ デ ンなのであ る。恋す る男女が時 間 を止め
よ うとす る,あ るいは恋す る男女の 時間が実際に止 まった よ うに思 え るの
は,古 今 東 西 にわた る茶飯事 であ るが,我 々は,Hawthorne自身,愛 す
る妻Sophiaとの心 の触れ合 う瞬間が,永 遠 の時間 であ り,時 間 を超 えた
ものであ り,時 間 を超 えた ものであ る とい う,あ のAmericanNotebooks
か らの一 節 を思 い出す。
Indeed, we are but shadows; we are not endowed with real life, all 
that seems most real about us is but the thinnest substance of a 
dream,  —till the heart be touched. That touch creates us,  —then we 
begin to  be—thereby we are beings of reality, and inheritors of eter-
nity . . . . Do you not feel, dearest, that we live above time and 
apart from time, even while we seem to be in the midst of time? Our 
affection diffuses eternity round about us. (American Notebooks, Oct. 
4, 1840)
しか し,PhoebeとHolgraveの至福 は,家 へ戻 って きたHepzibahと
Cliffordのも 音 に,一 瞬 の うちに破 られて しまう。"Buthowsoonthe
heavyearth-dreamsettleddownagain!"(p.307)と述べ られて いる如 く
であ る。
三番 目に時問が止 まるの はPyncheon判事の死 の場 面で ある。 この場面
は筋の運 びか らいえば第二の場面,PhoebeとHolgraveの恋 の語 らいの
場 面 よ りも前に位置す るもの だが,第 一,第 二の場面が,い ず れ も庭 を背景
とした喜 びの時間で あ るのに対 し,こ のPyncheon判事 の死の場面 は死 と
とい う質 を異にす る時間であ るため,便 宜上,最 後 に考察す るこ とにす る。
このPyncheon判事の死 の場面は,作 品中最 も巧 く描 かれ また印象的で
あ る。誰 もいない部屋 の肘掛 け椅子 にひ と り座 るPyncheon判事,彼 は身
動 き一 つす るこ とな くじっ と座 って いる。息 をす る音 も聞 こえない。ただ
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時計の チ クタ クとい う音 だけが聞 こえて くる。 その 時計 は,使 いにや った
HepzibahがCliffordをっ れて再 び現 れる までの時 間 を計 るため に,判 事
自身が,わ ざわ ざ自分 の上着 の ポケ ッ トか ら取 り出 し,手 に しっか り,と握
って いた もの であ る。 その時計がチ クタク と鳴 る中,Hawthorneは判事
の今 日一 日の忙 しい予定 を並べ あ げ,こ んなに ゆっ く りと樫 の肘 掛 け椅子
に座 って いて よいのか と問いかけ る。 と りわけ今 日は,彼 が州知 事 に選 ば
れ るためには 大切 な晩餐 があ る。 その食事 まであ と10分。急 げ!とHaw-
thorneは判 事 に呼 びか け る。 しか し,つ いに判事 は起 き上 が るこ とな く
一 日は過 ぎて しまう。 しか し,明 日は起 きますか と次の よ うに尋 ね る。
Up, therefore, Judge Pyncheon, up! You have lost a day. But tomor-
row will be here anon. Will you rise, betimes, and make the most of 
it? Tomorrow! Tomorrow! Tomorrow! We, that are alive, may rise 
betimes tomorrow. As for him that has died to-day, his morrow will 
be the resurrection-morn. (p. 276)
"Tomorrow!Tomorrow!Tomorrow!"は明 らか にMacbethのあ の有名
な一節 か らの借用 で ある。明 日,そ して明 日,そ して また明 日と 「記録 さ
れ し時の最後 の シラブル」 まで"dustydeath"に至 る道 を歩 まねば な らな
いのは我 々人間の宿命 であ り,そ こには恐 ろ しい までに正確 に移 りゆ く時
間が 流れ てい る。 その時間の恐 ろ しさをHawthorneは次 の よ うに表現 し
てい る。
 
.  . . this little, quiet, never-ceasing throb of Time's pulse, repeating 
its small strokes with such busy regularity, in Judge Pyncheon's 
motionless hand, has an effect of terror, which we do not find in any 
other accompaniment of the scene. (p. 277)
やがて月の光が部屋にさし込み,町 の時計が12時を打つ。その時,不 思議
な光景が くり広げられる。今までに死に絶えたすべてのPyncheon家の人
々が この部屋に集まつてきたのである。そもそも判事が樫の肘掛け椅子に
座ったまま死んでいるこの部屋には,奇 妙な言い伝 えがあった。その部屋
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は,200年前Pyncheon大佐がや は り同 じ椅 子に座 り死 んで いた部 屋 であ
り,そ こに はPyncheon大佐 の肖像 が掛 け られ,ま た大 きな鏡が掛 け られ
て いる。 その鏡 の奥 深、くには今 までそ こに影 を映 したあ らゆ る ものの姿が
納め られ てい る とい うの である。そ してMatthewMauleの子孫 がその鏡
の秘密 と何 らか の関係 が あ り,一 種 の催 眠術 で鏡 の中の世 界 を大 に ぎわ い
を させ るこ とが で きる とい うのであ った。今,ま さ し くその光景 が くり広
げ られ る。老 い も若 き も男 も女 も様々 なPyncheon家の先祖 が現 れて くる。
そ して,そ の 中にはPyncheon判事 の息子が お り,ま たPyncheon判事 自
身がい る。今やPyncheon判事 は肉体 の存在,actualな存 在 を離れ,霊
の存在,spiritualな存在 となったの である。 ここにおい てHawthorneは
"CustomHouse"にお いて 月の光 と鏡が 演出 したあの ロマ ンスの世 界,ac-
tualなもの とimaginaryなものが 出会 う中立 地帯 としての ロマ ンスの世
界 を築 きあ げてい る。
We were betrayed into this brief extravagance by the quiver of the 
moonbeams; they dance hand-in-hand with shadows, and are reflected 
in the looking-glass, which, you are aware, is always a kind of win-
dow or door-way into  the spiritual world. (p. 281)
もはや 判事 はactualな時 間 を決 して生 きるこ とのないspiritua1な存 在 と
な って しま ったの であ る。 そ してその畭 判 事の時計が 止 まる。"The
watchhasatlastceasedtotick"(p.281)。もはや判事 に とって 時計 の時
間,ク ロ ノスの時 間,actualな時 間は存 在 しな くな ったのであ る。 「しか
し」 とHawthorneは続け る。"thegreatworld-clockofTimestillkeeps
itsbeat"(P.281)。な るほ ど判事 に とっての時計 は止ま ったが,「 時」の
偉大 な宇 宙時計 は相 変 わ らず鼓動 を続け てい る と,我 々 を再 び現実 の時間
へ と引 き戻す のであ る。
以上lTheHouseoftheSevenGablesを流 れ る二 つ の時 間を見て きた。
作 品 を一貫 して過 去か ら現 在,そ して未 来へ と正確 に流 れゆ くクロノスの
時間 とも呼ぶべ きactualな時 間,そ して ア イオー ンとも呼ぶべ き永遠の
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時間,、spiritua1な時 間 である。spiritualな時間は,背 後 に現実の動 く時 間
が流れて いるがゆ えに よ り一層静か な停止 した時間 とな り,現 実の 時間は,
精神 的な静止 した時 間 と並 べ られ るこ とに よって,よ り切実 な もの とな る。
ここで一つ の疑問が 湧いて くる。果 た して過去 の罪 を背負 いなが ら流れ
て きた クロノスの時間 は,物 語の結末 において,そ の荷 を降す ので あろ う
か とい う疑問 であ る。判事 の死 とそれ に続 くHolgraveとPhoebeの結婚
によってすべ ての呪 いが解 け るの であろ うか。最後 のPyncheon家敷 か ら
の 出発 を手放 しにハ ッピー ・エ ンデ ィン グとして喜 んで よいの であ ろ うか。
必ず しも答えは肯定 では なさそ うであ る。
MatthewMauleとPyncheon大佐 の間の諍が,Pyncheon大佐 とい う
悪 者 の死 で終 わ らなか ったよ うに,否,む しろPyncheon大佐 の死 に よ っ
て呪 いが始 ま った よ うに,判 事 の死 も決 して終 わ りで はな く,む しろ始 ま
りなので ある。判 事 の明 日は復活 の朝 であ る とい う引用は先 にあげ た通 り
だが,そ の復 活の 日に判事 は何 をす るだ ろうか,と さらにHawthorneは
問 いかけ る。"Willhebeginthisnewday-whichGodhassmiledupon,
andblessed,andgiventomankind‐willhebeginitwithbetterpurposes
thanthemanythathavebeenspentamiss?Orareallthedeep-laid
schemesofyesterdayasstubborninhisheart,andasbusyinhisbrain,
asever?"(p.282)そしてHawthomeは後者 を選ぶ 。"Foritisourbelief,
whatevershowofhonorhemayhavepileduponit,thattherewas
heavysinatthebaseofthisman'sbeing"(p.283)。判事 の罪は決 して
死 に よって贖 われ なか ったのであ る。 そ して皮 肉に もPhoebe,H61grave,
Hepzibah,Cliffordの4人がPyncheon家敷 を後 に して次に 向か った とこ
ろが,この判事 とその息子 の その不幸 な死に よって手に 入った判事 のいなか
の邸宅 なので ある。そ こには また新 た なる呪いが待 ち受 けて いるであ ろう。
この よ うに,ク ロノスの時 間は決 して罪 の荷 を降 ろす ことな く未来へ と
流れてゆ くのであ る。 そ してその罪 とは,決 して個 々の罪に止 まるこ との
ない,人 間が 人間 として背負わ ねばな らぬ原罪 なの である。TheHouseof
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theSevenGablesの時 間 は決 して物語 の筋 の終結 と共に終 わ るこ とのない,
さらに未 来へ と延 び る時間 であ ることをモー ルの井 戸が教 えて くれる。
Maule's Well, all this time, though left in solitude, was throwing up 
a succession of kaleidoscopic pictures, in which a gifted eye might 
have seen fore-shadowed the coming fortunes of Hepzibah, and Clif-
ford, and the descendant of the legendary wizard, and the village 
maiden, over whom he had thrown love's web of sorcery. (p. 319)
原 罪 を背 負 うTheHouse(>ftheSevenGablesの時間 は,決 して作 品内に
とどまる こ との ない,も っ と大 きな広が りを もつ時間 なのであ る。
LeoMarxが引用 したAmericanNotebooksの一 スケ ッチ に戻 ろ う。Leo
Marxは このス ケ ッチに庭 園に侵 入す る機械 のパ ラダ イム を読 み とった。
私 は,こ こに原罪 を犯 し,庭 園に住 む こ とので きな くなった人間が背 負わ
ね ばな らない宿 命,す な わち時 間,そ して その末端 にあ る死,そ して苦 し
い労御 を読 み とった 。それは まさ し くTheHouseoftheSeven(gablesの
世 界であ る。 と りわ け時間につ いて論 じて きたわけであ るが,そ の時間 は
絶 えず正 確 に移動 す る時間で あ り,そ の時間 を打つ 時計の音 は遠 くで聞 こ
える限 り平 隠 を乱 す ものでは ないが,あ ま りにも近 く切 実 な もの とな る時,
残酷 で さえある。そ の残酷 非情 な現実 の時間か ら我 々 を救 って くれ るのが,
精神 的時 間なのであ る。一瞬 を捉 えた喜びの時間 は,人 間 に とってやす ら
ぎの時間 となる。死 とてあ る意味 ではやす らぎである。喜 びの 時間 を庭 園
に捉 えた こ とはHawthomeの エ デ ンへの希 求 をあ らわ している。Haw-
thorneの庭 園 は都 市 文 明か らの逃避 のみ な らず,堕 落 以前の アダム とイ
ヴが住 ん だ といわれ るエ デン を想定 した理 想の空 間なので ある。新 妻
Sophiaとの幸福 な生 活 を描 いたスケ ッチ"TheOldManse"を思 い出す 。
旧牧 師館 に隣接す る庭 はエデ ンとして描か れ,そ こで幸せ な生活 を送 る二
入 はアダム とイヴ として描か れて いる。二 人に とって の労働 は草木 の手 入
れで,そ れは"lighttoil"(CE,X,13)であ ると述べ られ,ま た時 間に関
して も"thereisnomeasurementoftime"(X,33)と述べ られて いる。
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しか し,そ の空 間での喜 びの時間は束の 間の幸せ にす ぎず,Hawthome
は ま もな く税 関 でのつ まらぬ生 活へ と,現 実 の生 活へ と引 き戻 され る。
"Providencetookmebythehandand...hasledme...fromOldManse
intoaCustomHouse"(X,33-34)
作家体験 にお いて も作 品体験 において も,喜 びの時 間,や す ら ぎの時 間
は一瞬 の恍惚 にす ぎず,我 々読 者はす ぐに現実 の時間へ と引 き戻 され て し
まうの である。"AsAdamEarlyintheMorning"と歌 い,自 ら をエデ ン
の住 人ア ダム と同一視 したWhitmanと は違 い,Hawthomeの 人間の認
識 は,決 して庭 園 に住 む こ との 出来 ぬ堕落 した人間の認 識なの であ る。,
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